
　　

≪説明対象医療機関≫ １３医療機関

うち病床配分希望（２０床以上）　 １２医療機関
うち移転のみ（病床配分希望なし） １医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

病床配分希望について（区東北部）

資料６－３



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 0 床 一般 0 床

療養 0 床 療養 120 床 療養 120 床

計 0 床 計 120 床 計 120 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 （病棟） （床） 2 （病棟） 120 （床） 2 （病棟） 120 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 33 年 4 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 （仮称）医療法人社団メドビュー荒千病院 病院所在地 荒川区南千住三丁目6番11号（予定）

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団メドビュー 開設者所在地 大田区千鳥二丁目39番10号

診療科目 リハビリテーション科、内科、外科、脳神経外科、皮膚科

整備概要

増床 移転・増床　　

平成28年度（2016年）病床機能報告において、区北東部の回復期を有する病床の病院は、荒川区（人口20.88万人）の病床は0床（+診療所31床）、足立区（人口69.27万
人）の病床は1,039床（+診療所54床）、葛飾区（人口44.44万人）の病床170床（+診療所33床）で合計の病床は1,209床である。2025年の区東北部及び荒川区の高齢者人
口は増加すると予想され、医療需要で回復期機能を有する病床数は3,370床、需要は2.7倍に高まり、回復機能を有する病床は不足する。その為、在宅復帰を目標として
地域に貢献するために回復機能を有する病院が必要である。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

一般撮影、透視、CT、内視鏡、上肢用ロボット型運動訓練装置、下肢用ロボット型運動訓練装置

※高額医療機器の導入など

医師3名、看護師40名、看護補助30名、薬剤師1名、放射線技師1名、管理栄養士1名、理学療法士50名、作業療法士30名、言語聴覚士10名、を学校求人、病院のホーム
ページ、人材紹介等を幅広く使用し募集を行う。また当法人からの異動で人員確保を行う。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

回復期リハビリテーション入院料6（2病棟120床）

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 57 床 一般 42 床 一般 99 床

療養 236 床 療養 2 床 療養 238 床

計 293 床 計 44 床 計 337 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 5 （病棟） 293 （床） 1 （病棟） 44 （床） 6 （病棟） 337 （床）

開設予定時期 平成 32 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 医療法人財団桜会　桜会病院 病院所在地 足立区千住桜木二丁目13番1号

病床配分希望について

開設者名 医療法人財団桜会 開設者所在地 足立区千住桜木二丁目13番1号

診療科目 内科・整形外科・リハビリテーション科・精神科・歯科

整備概要

増床 移転・増床　　

当桜会病院は計293床にて慢性期に特化した病院にございますが、病床稼働率は97～98％と当院を希望している患者様・急性期病院が多き状況にございます。紹介患
者様の多くは高度急性期・急性期病院が中心であり、医療圏から見ますと過去3年間の「区東北部」からの入院は57.5％、都内からのでは91.7％と都内急性期病院の受け
皿となっております。今回障害者病棟での増床を中心に希望させていただいておりまして、理由としましては当該病棟で重度の障害にて呼吸器を装着した患者を約4～5
割受け入れておりますが、当院入転院をお待ち頂いている状況が続いており、一病棟としての受入人数としては限界を超える希望がございます。そこで障害者病棟を1病
棟増やし呼吸器患者中心とした病棟を作りたいと考えております。高度急性期・急性期病棟が必要とされている中、回復期・地域包括ケア・在宅復帰の難しい患者の受け
皿として慢性期病棟も必要不可欠であるとの認識にて希望させて頂きました。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

高額医療機器の導入予定はありません。

※高額医療機器の導入など

医師2名を中心に薬剤師1名・看護師・看護助手者を適数名程度を今採用・増員にて考えておりまして、現地補充は勿論の事、従来より法人内での雇用・異動も含め計画
をしております。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

障害者施設等入院基本料10対1 42床
療養病棟入院基本料1　2床※回復期ﾘﾊⅠ　○床など

新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

97.7

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 10 床 一般 41 床 一般 51 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 10 床 計 41 床 計 51 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 1 （病棟） 10 （床） （病棟） 41 （床） 1 （病棟） 51 （床）

開設予定時期 平成 31 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 （仮称）医療法人社団三清会　三清会病院 病院所在地 足立区本木西町18番16号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団三清会 開設者所在地 青梅市河辺町八丁目19番地１

診療科目 内科

整備概要

増床 移転・増床　　

平成27年足立区本木西町に入院19床（内特例病床9床）の有床クリニックを開院し、入院・外来の血液透析・腹膜透析の治療を行ってまいりました。高齢社会を迎える現
在、在宅での生活が困難となり、入院治療が必要とされる透析患者様はますます増加しており、近隣の医療機関からご紹介いただく患者様にお待ちいただいておる次第
です。また、リハビリテーションを希望する患者様及びご家族様が増えており、当クリニックでは非常勤の理学療法士を雇用し、廊下などで簡単な歩行訓練等を行ってい
ます。しかし、充分なリハビリテーションを行うことが出来ず、患者様・ご家族及び連携機関にご迷惑をお掛けすることが多々ありました。このように入院しながら血液透
析・腹膜透析を必要とされる患者様及びご家族の要望に応えるためには、入院施設を整備し、併せてリハビリ施設を新設することが必要と感じ、今回の増床をお願いする
所存です。また、積極的に医師会活動に参加すると共に、地域の医療機関や施設と医療連携をとりながら地域に根差した診療体制の充実を図り、に患者様の受入を推
進してまいります。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

リハビリ施設の整備。
ＡＤＬ維持向上に努め、住み慣れた住居での生活ができるよう、在宅への復帰を目指すと共に、近隣の高齢者のリハビリテーションも行ってまいります。

※高額医療機器の導入など

医師1名・薬剤師1名・看護師8名を補充。
当院ホームページを中心に募集を行います。また、リクルートをはじめとする業者によって補充を行います。開院予定までには補充が完了しているよう努力いたします。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

一般病棟入院基本料１　41床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 360 床 一般 360 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 0 床 計 360 床 計 360 床

高度急性期機能 0 （病棟） 0 （床） 3 （病棟） 52 （床） 3 （病棟） 52 （床）

急性期機能 0 （病棟） 0 （床） 6 （病棟） 308 （床） 6 （病棟） 308 （床）

回復期機能 0 （病棟） 0 （床） 0 （病棟） 0 （床） 0 （病棟） 0 （床）

慢性期機能 0 （病棟） 0 （床） 0 （病棟） 0 （床） 0 （病棟） 0 （床）

開設予定時期 平成 32 年 11 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 内科・外科・消化器外科・整形外科・脳神経外科・産科・婦人科・小児科・麻酔科・救急科

整備概要

増床 移転・増床　　

現在、医療法人社団苑田会は区東北部医療圏において、苑田第一病院をはじめ7病院、2診療所を運営し、地域住民の方々に急性期から回復期ﾘﾊﾋﾞﾘ、更に在宅医療ま
で総合的な医療を提供しております。特に苑田第一病院は年間約1万台の救急車の受入れをしております。然しながら、現状小児救急の受入れが、ハード面等から不可
能な状況であります。一方、区東北部医療圏に於いては、小児救急はじめ高度急性期機能及び急性期機能患者の他医療圏への流出が多く、自構想区域完結率が低いこ
とから、高度急性期機能を備えた新病院の開設を計画致しました。区東北部医療圏内での産科及び周産期医療の必要性から、当医療法人に無い機能を持った新病院の
開設により、更に幅広く救急患者の受入れが可能になります。又、高度急性期病院として区東北部医療圏内の医療機関（病院・診療所）からの患者の積極的な受入れを
行い、一層の病診連携の構築に努めて参ります。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

高度急性期機能病院としてのMRI　・　CT　・医療ロボット等の医療機器及びNICU等の医療設備を導入する

※高額医療機器の導入など

過去13年間に新規開設5病院の経験・実績をもとに、医師の採用については①現在関係のある大学病院医局への依頼　②常勤医師からの友人医師の招聘　③当医療法
人ホームページや紹介会社等の活用による採用。　看護師については、①当法人グループ勤務の看護師からの友人等の紹介による採用　②当医療法人ホームページや
求人会社及びハローワークを活用した採用募集　③地方及び近隣の看護専門学校の新卒者への求人活動の実施による採用。　その他(薬剤師等）についても　①当医療
法人ホームページや求人会社及びハローワークを活用した採用募集　②職員から友人等の紹介による採用により充足させます。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

・特定集中治療室管理料３　11床　　・新生児特定集中治療室管理料２　6床　　・新生児治療回復室入院管理料　16床　　・小児入院医療管理料４　19床
・一般病棟入院基本料４　308床※回復期ﾘﾊⅠ　○床など

新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

病院名 （仮称）医療法人社団苑田会　苑田会保木間3丁目病院 病院所在地 足立区保木間三丁目3番2号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団苑田会 開設者所在地 足立区竹の塚四丁目1番12号



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 117 床 一般 63 床 一般 180 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 117 床 計 63 床 計 180 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 1 （病棟） 58 （床） 1 （病棟） 62 （床） 2 （病棟） 120 （床）

慢性期機能 1 （病棟） 59 （床） （病棟） 1 （床） 1 （病棟） 60 （床）

開設予定時期 平成 31 年 6 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 内科、リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

地域の高度急性期・急性期病院における亜急性期および回復期の患者について、お待たせすることなく、積極的に受け入れを行います。直近の回復期病棟の稼働率も
90％以上を獲得しております。回復期病棟の在宅フォローアップとして、外来リハビリテーションの実施、介護保険へ引き継ぎながらの通所リハビリテーション、訪問リハビ
リテーションの実施や訪問看護ステーションや地域の施設と連携しながら、地域でのフォローアップ体制を構築していきます。各学会専門医・研修病院等の認定を目指
し、医師の教育研修の取り組みます。
各種予防接種の施行・法定伝染病の保健所への届け出・精神衛生法に基づき難病の届け出・生活保護者の受け入れ・介護保険意見書の提出等を積極的に取り組みま
す。地域医療機関との連携で、地域の医療を活性化させていきたいと考えております。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

180床分の建築・設備は整備済みであり、回復期としての１病棟立ち上げに必要な一般機器・備品は購入予定であります。

※高額医療機器の導入など

現在予測される不足数のある職種は医師・看護師・看護補助者です。許可病床数180床に対して、現時点（H30.8実績）での不足数、医師1.37名・看護師7.6名・看護助手
12.8名です。医師の雇用計画としては自院・紹介会社のホームページ、求人WEB・広告、紹介会社による募集、法人内での異動による調整を行います。看護師・看護助手
に関しては医師同様、ホームページ・紹介会社からの紹介、情報誌・ハローワークでに求人を行います。また、グループ内研修からの異動にて人員調整を行う予定です。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

２F病棟：障害者入院料10：1　（1床分）
３F病棟：回復期リハビリテーション入院料3（2床分）
４F病棟：回復期リハビリテーション入院料5（60床分）

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

91.3

病院名 医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院 病院所在地 足立区花畑五丁目12番29号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団苑田会 開設者所在地 足立区竹の塚四丁目1番12号



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 床 一般 床 一般 床

療養 70 床 療養 50 床 療養 120 床

計 70 床 計 床 計 120 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 2 （病棟） 70 （床） （病棟） （床） 2 （病棟） 70 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 50 （床） 1 （病棟） 50 （床）

開設予定時期 平成 31 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 内科・精神科・リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

　当院は、急性期治療後からの患者様の受け入れを中心とした、回復期・慢性期医療を提供する病院としてH28年4月より開院しました。現在、回復期リハビリテーション
病棟70床、精神科病棟52床の全122床で展開しております。区東北部医療圏における当院の果たすべき病床機能について、今後、大都市圏での65歳人口の増加は2050
年まで増え続けると推測されており、高度急性期や急性期の医療機関からの受け入れに対応できる良質な慢性期医療の提供に対する需要が更に高まると想定され、ま
た、Post acute careだけでなく、在宅高齢者や在宅系施設入所者の急性増悪に対応できるSub acute careの機能を持った療養病床の充実は、地域包括ケアシステムの
手助けとなると考えます。今回の病床種別の変更において療養病床が拡大することが出来れば、区東北部における地域包括ケアシステムの一端を担う病棟として、回復
期リハビリテーション病棟と医療療養病棟の2つの機能を持った病院として運営していく所存です。
（現在の精神科病棟52床については、同一法人である大内病院に返還する予定です。）

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

　現在の病院設備（精神科病棟）を継続して利用予定。高額医療機器の導入予定等はございません。

※高額医療機器の導入など

　現在の病院スタッフを継続して雇用予定。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

増床分の50床については、「医療療養病棟入院基本料Ⅰ」とする予定です。

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

90.2

病院名 医療法人社団大和会　平成扇病院 病院所在地 足立区扇三丁目26番5号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団大和会 開設者所在地 足立区西新井五丁目41番1号



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 41 床 一般 41 床 一般 82 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 41 床 計 41 床 計 82 床

高度急性期機能 1 （病棟） 12 （床） （病棟） 6 （床） 1 （病棟） 18 （床）

急性期機能 1 （病棟） 29 （床） （病棟） 3 （床） 1 （病棟） 32 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 32 （床） 1 （病棟） 32 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 31 年 5 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 医療法人社団忠医会　大高病院 病院所在地 足立区島根三丁目17番8号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団忠医会 開設者所在地 足立区島根三丁目17番8号

診療科目 救急科　内科　小児科　脳神経外科　皮膚科　形成外科　美容皮膚科　リハビリテーション科　精神科

整備概要

増床 移転・増床　　

大高病院は次の３つの内容で救急医療を通じ社会に貢献する役割を担っている。その３つとは、①地域住民に対してUrgent Careを行い、軽症救急患者が大病院へ行か
なくても済むようにすること。②高齢者、認知症、精神疾患を持つ患者、アルコール関連など東京都内で救急搬送困難になっている二次救急症例を積極的に受け入れる
こと。③都内救命救急センターから転送の患者を受け入れ、救命救急センターの空床確保に貢献することである。この様な救急医療を通じての地域医療での役割に加え
て、当院の増床計画は、区東北部保健医療圏の入院基本料別病床数（平成28年度病床機能報告）において都の平均値を下回っている病床の整備に貢献する予定であ
り、増床後は地域に密着した回復期の病床を備え、救急医療後の患者様を在宅医療に戻す役割を新たに果たそうと考えている。つまりは、今回の増床計画では、主に地
域包括ケア病棟の整備と高度急性期機能（ハイケアユニット）の拡充として活用し、①急性期からの受け入れ、②在宅・生活復帰支援（在宅療養支援病院）、③在宅医療
からの緊急時の受け入れ体制を整える予定である。その結果、救急受け入れから在宅復帰とフォローまで、地域での医療完結を担うことができると自負している。
※病床稼働率94.8％/平成30年9月、救急搬送受入件数614台/直近1年

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

高額な医療機器等の導入は予定していません。

※高額医療機器の導入など

増床後の医療従事者数・標準数　医師5.5175人、看護師29人、薬剤師2人に対し、現員数　医師8.4人、看護師27.9人、薬剤師1人（看護師△1.1人、薬剤師△1人不足）。
採用については、現在も当院ホームページ、インターネットを用いた求人広告、求人情報誌への広告掲載、人材紹介業者を通じた募集を行っており、応募は順調です。医
療従事者数・標準数において不足している看護師及び薬剤師は、すでに内定しており確保ができてます。加えて、事業計画を遂行すべく、医師（1名採用済）、看護師（14
名）、理学療法士、作業療法士等の人材確保も進めてまいります。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

地域包括ケア病棟入院料2　　32床
ハイケアユニット入院医療管理料1　　6床
急性期一般入院料4　　3床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

81.7

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 60 床 一般 37 床 一般 97 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 60 床 計 床 計 97 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 1 （病棟） 54 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 45 （床）

回復期機能 （病棟） 6 （床） 1 （病棟） 37 （床） 1 （病棟） 52 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 31 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 医療法人社団日岩会　下井病院 病院所在地 足立区綾瀬三丁目28番8号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団日岩会 開設者所在地 足立区綾瀬三丁目28番8号

診療科目 整形外科・内科・消化器科・循環器内科・リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

当院は整形外科主体の救急指定病院で、外傷患者（骨折）の手術や保存的治療を主に行っている24時間体制の二次医療機関です。現在、10対1急性期入院料の１病棟
で運営しておりますが、急性期病床60床に対して急性期治療後のリハビリテーションを必要とする長期治療の患者の割合が増加し、急性期医療機関としての役割と相反
する診療状態となっております。現在は急性期治療を終えた後は回復期リハビリテーション病院へ転院させておりますが、転院先が見つからずに入院期間が平均在院日
数を超えることがままあり、一方でｽﾑｰｽﾞに転院となれば病床稼働率が下がるという状況が運営および経営を妨げることになっております。また、治療内容、医療サービ
スという視点からは、ケースバイケースである骨折の術後固定性を把握している急性期治療を担当した同一医療機関において、その情報を正確に共有しながら的確なリ
ハビリプランを指示し、術後の運動器リハビリテーションを分断することなくシームレスに行ったほうが安全かつ精度の高いリハビリテーションが行え、機能的により高い
ゴールを獲得できる可能性があり望ましいと考えております。そのために回復期病床を増床し、病床機能のアンバランスを是正し、現在の地域医療ニーズにマッチした急
性期および回復期の２病棟性の構築とその結果としての経営の健全化を目標としております。また、当院では外来に加えて在宅訪問診療も実施しており、今回の増床で
回復期病床を併せ持つことで、救急・リハビリ・在宅・かかりつけ医という、通院、入院、在宅のどの段階においても、整形外科診療、運動器疾患、運動器リハビリテーショ
ンの専門領域においては足立区の地域包括ｹｱｼｽﾃﾑに貢献しうる医療機関となることを目指しております。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

増床分ﾅｰｽｺｰﾙ設置工事・増床分ﾍﾞｯﾄ・車いす等備品の導入・増員する理学療法士使用のﾘﾊﾋﾞﾘ器具等の導入

※高額医療機器の導入など

雇用職種及び人数　　　非常勤医師1名・看護師21名・理学療法士4名
採用方法　　　HPでの募集、　ハローワークや看護協会、紹介会社による求人

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

地域包括ケア病棟入院料4　37床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

66

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 150 床 一般 150 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 0 床 計 150 床 計 150 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） 0 （床） （病棟） 0 （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） 0 （床） （病棟） 0 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 3 （病棟） 150 （床） 3 （病棟） 150 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） 0 （床） （病棟） 0 （床）

開設予定時期 平成 34 年 4 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 （仮称）福寿会病院 病院所在地 足立区梅田七丁目18番11号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団福寿会 開設者所在地 足立区梅田七丁目18番11号　5階

診療科目 整形外科、内科

整備概要

増床 移転・増床　　

地域ニーズを踏まえ、次の３点の観点から地域包括ケア病院として機能整備をしていく方針です。
【選択できる医療で生活を支える】足立区梅島周辺エリアは、人口密度が高く、高齢者率も高く、独居高齢者の高いエリアと言えます。複数の疾患を抱え生活してる高齢者
は珍しくなく、外来診療・訪問診療、入院・在宅など、一人ひとりの患者様にあった最適な医療が選択できる体制整備も急務と言えます。特に、当法人の地域での役割とし
ては、「生活を支える医療」の役割を発揮していくことと考えております。
【顔の見える連携・医療介護シームレスな連携強化】主に、区中央部・区東北部の医療機関と連携を行っております。当法人では、７０名以上の相談職 がおり、また、地域
連携においては、相談職だけでなく、医師・看護師も加わり、地域の医療機関と「顔の見える連携」　を強化しております。またシームレスな連携ができるよう、医療機関だ
けでなく介護事業者、居宅介護支援事業所などとも情報共有とコミュニケーションを重視しております。その一つの取り組みとして、地域住民・地域の医療介護関係者にも
無料開放している在宅ケア研究会（研修）を定期開催しております。毎回、地域の関係者の方も多数参加され、顔の見える連携関係が推進されております。こうした取り組
みを通じて、前述の生活を支える医療の実現を目指しております。
【安心して最期を迎えられる場づくり】さらに、在宅での看取り件数も増加しています（年間約７０件）。がん末期、老衰など、様々ではありますが、最期を安心して自宅で迎
えたいという気持ちだけでは実現できない部分もあります。ご家族の強い希望により、最終の局面は病院で、ということもあります。しかし、機能分化が進んだ現在の急性
期病院では、そのような理由により入院することは難しいのが現状です。在宅を希望される方、病院を希望される方、双方が安心して最期を迎えられる場づくりも当法人の
大切な役割と考えております。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

MRI１台、CT１台、レントゲン１台

※高額医療機器の導入など

１．医師：院長  法人内より昇格異動。その他、法人内医師 常勤医４名異動、医師紹介会社経由３名採用予定。非常勤医師5～7名を大学医局からの派遣と新規採用予
定。２．看護師：看護師長1名　看護師主任1名 法人内より異動。看護師 25名 法人内異動、10名新卒看護師を配属予定。その他18名はインターネット求人媒体、看護師
紹介派遣会社、ハローワーク求人により採用予定。３．薬剤師：3名の薬剤師を紹介派遣会社によって採用予定。４．栄養士：1名を栄養士紹介会社によって採用予定。５．
看護補助者：10名法人内異動、5名はインターネット求人媒体、看護師紹介派遣会社、ハローワーク求人により採用予定。
※事務・放射線技師等の職種についても法人内異動および人材派遣会社より採用予定

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

地域包括ケア病棟Ⅰ150床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 38 床 一般 22 床 一般 60 床

療養 38 床 療養 0 床 療養 38 床

計 76 床 計 22 床 計 98 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 1 （病棟） 38 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 38 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 22 （床） 1 （病棟） 22 （床）

慢性期機能 1 （病棟） 38 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 38 （床）

開設予定時期 平成 31 年 6 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 医療法人財団謙仁会　亀有病院 病院所在地 葛飾区亀有三丁目36番3号

病床配分希望について

開設者名 医療法人財団謙仁会 開設者所在地 葛飾区亀有三丁目36番3号

診療科目 内科、外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科

整備概要

増床 移転・増床　　

葛飾区は病床数が不足している地域。２２床の増床ではあるが、地域包括ケア病床の活用で幅の広い病床運営が可能。
元々１２０床で運営した病院であるが、６年ほど前に７６床に スケールダウンした経緯あり。病室等は倉庫として利用しているため何時でも病室への転換は可能。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

高額医療機器の導入等の計画はない。

※高額医療機器の導入など

医師はGr間の異動、新規採用で増床後も充足、薬剤師もすでに採用している。看護師は増床までに５名の新規採用を考えているが、紹介会社からの紹介が主な方法。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

地域包括ケア病床　２２床増床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

94.7

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 176 床 一般 126 床 一般 302 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 176 床 計 126 床 計 302 床

高度急性期機能 4 （病棟） 55 （床） 2 （病棟） 7 （床） 4 （病棟） 62 （床）

急性期機能 3 （病棟） 121 （床） 5 （病棟） 119 （床） 4 （病棟） 240 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 31 年 6 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 医療法人社団明芳会　イムス東京葛飾総合病院 病院所在地 葛飾区西新小岩四丁目18番1号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団明芳会 開設者所在地 板橋区小豆沢二丁目12番7号

診療科目
内科、腎臓内科、糖尿病内科、消化器内科、循環器内科、外科、心臓血管外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、泌尿器科、眼科、皮膚科、小児科、
アレルギー科、救急科、放射線科、麻酔科、リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

1　医療環境状況
　区東北部医療圏の将来人口推計では、今後、受療率の高い75歳以上の高齢者人口が増加し、救急医療の対象患者も増えることが見込まれる。こうした医療ニーズに対応す
るために、区では医療環境充実の為に病院誘致を行い、当院が平成29年5月1日に病院開設に至った。当初は300床以上の病院開設を検討していたが、医療圏における病床
配分が少ないために173床からの開設となった。
　・医療圏の特徴として、①中小病院割合が高い、②退院調整部門を置いている割合が低い、③退院後に在宅医療を必要とする患者の割合が高い、④丁寧な退院調整を求め
る診療所の声等がある。
　・医療圏の課題として、①医療機関と介護施設間の退院調整に向けた連携を強化する取組が必要、②中小病院間の顔の見える関係を構築し、情報共有・連携を強化する取
組みが必要等がある。
2　医療圏の課題改善策と増床理由
　当院の現状病床数（176床）では年間病床稼働率100％以上と病床が不足しており、満床等による救急受入断り件数（年間約200件）が多いために増床が必要である。
 また、地域医療完結を目指す為にも入退院管理センター部門を設置しており、入退院調整の強化、医療機関及び介護施設間との意見交換会を更に充実させ、なお一層の顔
の見える関係を構築していく。既存建物の改修及び増築により126床の増床申請を行い合計302床とし、高度急性期・急性期医療の提供を行い、地域に不足している災害拠点
病院（200床以上）への申請も行う予定である。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

病床数302床の総合病院として、外来エリア拡張、手術室増室（ロボット手術導入予定）、病棟フロアとユニットの増築及び改修を行い、高度急性期機能・急性期機能の医療提
供を行う整備計画である。

※高額医療機器の導入など

採用計画として、医師6名、看護師60名、リハビリ11名、検査技師2名、管理栄養士2名、MSW5名、薬剤師4名、臨床工学技士3名の採用を行う予定としている。採用方法として
は、医師はグループ本部医師人事部と協力し、全国から優秀かつ理念に沿った医師を採用していく。また、医師紹介業者や大学医局等からも紹介等の協力を頂く予定。看護
師は、グループ内異動、付属看護学校（2校）からの内部奨学金学生確保、近隣看護学校及び看護師紹介業者からの確保を予定している。その他、コ・メディカルもグループ内
の異動や、新卒および中途者を採用していく。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

急性期一般入院基本料（急性期一般入院料1）　126床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

100

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 50 床 一般 30 床 一般 80 床

療養 床 療養 床 療養 床

計 50 床 計 30 床 計 80 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 1 （病棟） 50 （床） 1 （病棟） 30 （床） 2 （病棟） 80 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 31 年 6 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

区東北部保健医療圏の自構想区域完結率は68.3％と平均的ではあるが、依然高度急性期機能や急性期機能と同様に区中央部への流出が多い傾向にあるのが実情に
なります。今後、いわゆる「団塊の世代」が75歳以上となる超高齢化社会において、高度急性期から回復期、慢性期、在宅療養までの各段階を地域での完結率を高めて
いかなければならないと考えております。
当院は、昨年5月に新葛飾病院144床のうち94床をイムス東京葛飾総合病院（新規開設）へ移行し、新たにイムスリハビリテーションセンター東京葛飾病院（50床）として昨
年7月にリニューアルオープンし、葛飾区にある急性期病院1,952床を中心とした後方病床を担うべく、回復期として地域により一層根ざした質の高い医療を目指しており
ます。
実績としては、病床稼働　2017年度（7月～3月）95.8％、2018年度（4月～9月）99.8％、相談件数50件/月平均、新規入院件数23件/月平均で推移しております。また、質
の部分でも重症者患者割合36.8％、重症回復率65.0％、在宅復帰率90.6％、ＦＩＭ実績指数48.4の一定基準（回復期指標）も満たしております。加えて、セラピスト数も現
在、51名在籍しており、1日当たり患者さま１人につき8.3単位のリハビリを提供しており、増床後も維持できる見込みです。病床の整備計画と致しまして、旧病棟（2階.5階）
壁・床・照明及び浴室の部分改修工事（工期2ヵ月程度）を行い早期開設を目指します。
以上のことより、地域に必要とされる患者さまに対し、一日も早い在宅復帰を目指して頂ける環境提供を行いたく回復期病床30床の増床申請をさせて頂きたく存じます。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

ベッド一式（30台）・セントラルモニター

※高額医療機器の導入など

●医師：採用予定数 2名　医師専門のリクルート・管理を行う医師人事部があり、日々全国展開のリクルート活動を行っております。当院では将来に向けた質の高い医療
を提供する為、優秀な医師の確保を行うためのリクルート活動を医師人事部と協働し確保致します。●看護師採用予定数（看護師16名・看護補助者2名）　東京都板橋区
と神奈川県横浜市にある付属看護専門学校2校にて内部奨学金生を養成。その他、病院説明会・インターンシップ等、ルクルート活動を行ない確保致します。●コメディカ
ル・事務採用予定数【薬剤師（1名）・ＭＳＷ（1名）・セラピスト（PT5名・OT10名・ST1名）・事務職（1名）】グループ内にコメディカル、事務のリクルート活動チームがあり、各
職種の就職活動時期に合わせた、求人情報の通知、採用説明会等を全国的に行っております。また各種職種においても実習生を多く受入れる等、現場での採用活動も
展開し確保致します。また、雇用計画人数に合わせて、グループ内支援にて確保致します。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

回復期リハビリテーション病棟入院料1　30床

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

96.0

病院名 医療法人社団　明芳会　イムスリハビリテーションセンター東京葛飾病院 病院所在地 葛飾区堀切三丁目26番5号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団　明芳会 開設者所在地 板橋区小豆沢二丁目12番7号



（区東北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）

＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 450 床 一般 0 床 一般 450 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 450 床 計 0 床 計 450 床

高度急性期機能 13 （病棟） 450 （床） （病棟） （床） 15 （病棟） 450 （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 平成 33 年 6 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

病院名 東京女子医科大学東医療センター 病院所在地 足立区江北四丁目22、23番

病床配分希望について

開設者名 学校法人　東京女子医科大学 開設者所在地 新宿区河田町8番1号

診療科目
内科、心療内科、精神科、神経内科、内視鏡内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、リウマチ科、小児科、外科、整形外科、形成外科、美容外科、脳神経外科、呼吸器外科、
心臓血管外科、消化器外科、乳腺外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、臨床検査科、麻酔科、歯科、歯科口腔外科、病理診断科、リハビリテーション科、救急科、腎臓
内科、内分泌内科、糖尿病内科、代謝内科、血液内科、アレルギー疾患内科、感染症内科、老年内科

整備概要

増床 移転・増床　　

　区東北部保健医療圏の基幹病院の大学病院として、高度で良質な医療を提供し、地域の医療施設及び自治体と協力するとともに、患者入退院支援を強化し、病院・
診・病連携や介護施設、在宅と連携することで途切れることのない医療連携を推進し地域医療に貢献する。また、地域医療と大学病院の医育機関として基本となる総合
診療基盤としての医療機能に加え、高度専門医療、三次救急病院、地域災害拠点中核病院、周産期母子医療センター、がん治療機能、地域医療連携機能、臨床研修・
教育・臨床研究機能を整備する。
　特に高度急性期医療に重点を置き、救命救急センター、周産期センター、がん治療機能と併せて「急性疾患」及び「慢性疾患の発病初期」の診断と治療、「慢性疾患の
急性増悪時や合併症発症初期」の治療に対応し、患者の状態に適した治療を提供できるよう体制の整備を行なう。集中治療機能についても、救命ＩＣＵ20床、ＩＣＵ(ＣＣＵ
含む)12床、ＳＣＵ12床、ＨＣＵ8床、ＭＦＩＣＵ6床、ＮＩＣＵ15床、ＧＣＵ18床の計91床の拡充を図り、高度急性期病院としての機能強化を図る。一般病床359床と合わせて合
計450床の整備を計画している。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

　高度な治療、検査及び手術を実施するため、放射線治療装置(1台)、SPECT装置（1台）、PET-CT装置（1台）、MRI装置(2台)、CT装置(3台)、画像診断装置(9台)、血管造
影装置(2台)、手術室（14室：救命処置室、緊急分娩室含む）の整備を行なう。

※高額医療機器の導入など

　今回の移転は病床数の変更はないため、原則、現病院の職員が移行する。現人員数は医師221人、看護師391人、薬剤師18人、栄養士16人、事務・その他334人であ
る。採用については法人の採用計画に基づき一般公募を行なうと共に、看護師については各地の合同就職説明会へ参加、学校訪問等を行い雇用に努める。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

79

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記入す
ること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様の方
法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記入す
ること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況


